
〔 近代化、 即ち 「 神（Ｃ）に 型ど れる 人間の 概念の 探究」 に つ い て 〕
＊「 萬人を そ の 胸に 救ひ と る 人格神が 、 そ の 手を そ の 脚を 、 さ ら に そ の 胴體を も ぎ と ら れ、 そ れら が 制度化せ ら れ機械化（Ａ）せ ら れる ――で 、 神は 人體を 失つ て 、 完全
な 精神と し て の 抽象化を 受け る 。 そ の 精神が 文學の 領域（Ｂ）と し て 殘さ れる と い ふ わ け だ 」 。
＊「 近代ヨ ー ロ ッ パ は 神を 見失つ た ――が 、 そ れはた だ 神の 解體と 變形と 抽象化と を 意味す る に 過ぎ ぬ 。 ま さ に そ の た め の 手續き で あ り 過程に す ぎ な か つ た ヨ ー ロ ッ パ の
近代精神と そ の 政治制度・ 経済機構（Ａ）」 。 （『 近代の 宿命』 全二P 463・ P 466）

關係論：＊神（Ｃ）の 死（西歐近代Ｃ’） ⇒か ら の 關係〔 ①近代化（Ｄ１の 至大化：神の 解體と 變形と 抽象化）〕 ⇒「 ②ヒ ュ ー マ ニ ズ ム ・ 民主主義・ 個人主義 等」 （①
的概念Ｆ⇒②へ の 用法③（言葉へ の 距離測定・ so called ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・ 精神の 政治學：Ｅの 至大化）⇒國及び 國民（△枠）：①へ の 適應正常。

《 神佛（觀念上の 絶對：Ｃ）と 「 絶望
感」 （第一段階）・ 「 行動」 （第二段
階）と の 關係》

〔 第一段階〕 「 絶望感こ そ 好機」 ⇒「 左
圖參照。
關係論：神佛（觀念上の 絶對：Ｃ）⇒か
ら の 關係：神佛を 前に し て は じ め て
「 ①：平和や 愛の 理想〔 相對概念を 脱出
し た も の と し て の （Ｃ）〕 を 語り う る 」
（Ｄ１の 至大化）⇒と は即ち 「 ②：國際
間（Ｆ）の 緊張（暴力：①的對立概念
Ｆ）⇒Ｅ：②に 妥協し 「 眞の 必然惡」 選
擇（so called：二元論的選擇）も 出來
ず 「 ③：本當に 絶望感〔 即ち 『 物質で 解
決で き ぬ 精神の 惱み』 〕 を い だ い た （Ｅ
の 至小化）な ら 、 む し ろ 、 そ れこ そ 好機。
そ の 絶望感を 乘り こ え て こ そ （Ｅの 至大
化）、 な に （物：場 C）が 必要か （以下
「 第二段階」 ）を 學び と る 」 （②へ の 距
離獲得：Ｅの 至大化）⇒弱者（少數派：
△枠）：①へ の 適應正常。
〔 第二段階〕 「 行動に 論理の 筋を 通す 」
（前段Ｐ２４５内容）⇒ＰＰ圖參照『 少
數派と 多數派』 。

國及び 國民
（△枠）

＊Ｆへ の 用法③ （so called・ ソ フ ト
ウ ェ ア ・ 言葉へ の 距離測定：Ｅの 至
大化）・ ・ ・
＊暴力（Ｆ）へ の 「 現實と 理想の 二
元論的對應・ 「 眞の 必然惡」 的選擇
（so called ・ 言葉へ の 距離測定：Ｅ
の 至大化）」 。
＊「 眞の 必然惡」 選擇（so called：
二元論的選擇）も 出來ず 「 本當に 絶
望感を 抱く 」 （Ｅの 至小化）。

② 〔 ハ ー ド ウ ェ ア ：Ｆ言葉〕
近代化概念（Ｆ）・ ・ ・ 暴力（Ｆ
戰爭）・ 平和・ 國際化（國際主
義・ 隣人愛）

① 〔 ハ ー ド ウ ェ ア ：Ｄ１近代化〕
＊場（Ｃ’ ）か ら の 關係：〔 ①近代化
（Ｄ１の 至大化）：神の 解體と 變形と
抽象化〕
＊神佛（Ｃ）を 前に し て は じ め て 「 平
和や 愛の 理想〔 相對（Ａ‘⇒Ａ）概念を
脱出し た も の と し て の （Ｃ）〕 を 語り
う る 」 （Ｄ１の 至大化）

場（神・ 絶對Ｃ：場Ｃ’）・ ・ ・
＊神（Ｃ）の 死（西歐近代Ｃ’ ）。
＊「 他の 極（Ｃ）に 、 強い 理想
（觀念上の 絶對：Ｃ）」 。


